
本プログラムは、千葉県下三大学が連携し、社会の高度化した要請に応えることのできる薬剤師の養成を行う取組みである。現在薬剤師の関
与が強く望まれている職務である Ａ）放射性医薬品調製・管理業務、Ｂ）病棟活動における専門職連携、Ｃ）救急災害時医療活動、Ｄ）在宅医療
での薬剤管理指導、Ｅ）違法薬物、医薬品適正使用、ドーピングの知識普及・啓発活動について、アクティブ・ラーニングを取り入れた実践社会薬
学教育プログラムを三大学が協働して作成する。更に本プログラムを三大学が特徴的に有する教育プログラムと融合し、千葉県薬剤師会、千葉
県病院薬剤師会、医薬品適正使用推進機構等との連携の下、社会の要請に対して主体的に学び社会へ還元できる薬剤師教育を行う。

連携実践社会
薬学コース修了

「主体的に学び
社会へ還元

できる薬剤師」

E-learningシステム
・ プログラムA-E： 計11ｺｰｽ
A) 放射性医薬品調製・管理に資

する薬剤師養成(2ｺｰｽ)
B) 医療チーム内で職能発揮する

薬剤師養成（1ｺｰｽ）
C)救急災害時医療活動に対応で

きる薬剤師養成（2ｺｰｽ）
D)在宅医療実践に資する薬剤師

養成（3ｺｰｽ）
E)違法薬物、医薬品適正使用、

ドーピングの知識普及と啓発を
実践する薬剤師養成（3ｺｰｽ）

・ コンテンツ作成に学生参加

アクティブ・ラーニング
プログラム協働構築

城西国際大学
･在宅医療教育

千葉科学大学
･災害医療教育

千葉大学
･画像診断
･ﾁｰﾑ医療教育

社会要請に対応する
教育プログラム

Ａ）放射性医薬品調製・
管理業務

Ｂ）病棟活動における
専門職連携

Ｃ）救急災害時医療活動
Ｄ）在宅医療での薬剤

管理指導
Ｅ）違法薬物、医薬品適

正使用、ドーピングの
知識普及・啓発活動

主体的実践学修
Ａ）放射性医薬品調製／

イメージング実習
Ｂ）ＩＰＥ（医学部、看護学

部連携教育）

Ｃ）ＣＰＲの施行演習、ＡＥ
Ｄ演習、トリアージ演
習 （危機管理学部連
携教育）

Ｄ）ＪＩＵ地域福祉・医療研
究センターでの在宅医
療実習(福祉総合学
部､看護学部連携教育)

Ｅ）学生主導の教育システ
ム構築

連携機関 連携大学

要請

医薬品
適正使用
推進機構

千葉県
病院

薬剤師会

千葉県
薬剤師会

モデル動物を
使った画像診断

ﾁｰﾑ医療研修

人体ｼﾐｭﾚｰﾀ研修

―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
は
、
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
身
に
つ
け
、
薬
が
関
わ
る

社
会
問
題
の
解
決
に
貢
献
で
き
る
薬
剤
師
の
育
成
を
目
指

し
ま
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

千
葉
県
で
は
、
医
療
過
疎
問
題
の
解
決
と
し
て
、
在
宅

医
療
の
普
及
が
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
在
宅
医
療
に
積
極

的
に
取
り
組
む
薬
剤
師
の
養
成
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
震
災
の
経
験
か
ら
、
災
害
時
に
お
け
る
薬
剤
師
の

仕
事
と
役
割
を
教
育
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
最
近
、
違

法
薬
物
の
使
用
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
よ
う

な
違
法
薬
物
を
許
さ
な
い
社
会
の
構
築
が
急
務
と
な
っ
て

い
ま
す
。
薬
学
生
を
中
心
と
し
て
違
法
薬
物
に
対
す
る
正

し
い
知
識
を
若
い
世
代
に
広
げ
る
取
組
が
重
要
で
す
。

―

な
ぜ
３
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
か
。

薬
学
部
で
は
薬
学
６
年
制
教
育
が
導
入
さ
れ
、
よ
り
高

度
な
薬
剤
師
の
育
成
を
し
て
き
ま
し
た
。
千
葉
大
学
薬
学

部
は
先
進
医
療
や
チ
ー
ム
医
療
教
育
の
充
実
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
千
葉
科
学
大
学
は
日
本
で
唯
一
、
危
機
管
理
学

部
が
あ
り
、
災
害
時
の
薬
剤
師
の
役
割
を
教
育
す
る
上
で

最
も
適
し
た
教
育
環
境
で
す
。
城
西
国
際
大
学
薬
学
部
は

在
宅
医
療
を
含
め
、
地
域
医
療
に
関
わ
る
薬
剤
師
を
養
成

し
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発･

実
践
は
、

こ
の
よ
う
な
特
徴
あ
る
３
大
学
の
教
育
活
動
が
基
礎
と

な
っ
て
い
ま
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
授
業
内
容
の
整
備
と
授
業
に
必
要
な
機

材
の
調
達
を
行
い
ま
す
。
授
業
の
基
礎
的
な
教
育
に
は
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
を
利
用
す
る
た
め
シ
ス
テ
ム
作
り
を
行
い
ま

す
。
平
成

年
度
か
ら
５
コ
ー
ス
、

の
授
業
を
展
開
し

ま
す
。
取
組
の
期
間
終
了
後
も
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
や
各

大
学
と
の
協
力
に
よ
り
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
継
続
し
て
行

く
予
定
で
す
。

―
こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

こ
の
取
組
で
は
、
新
た
に
実
践
社
会
薬
学
教
育
を
行
い

ま
す
。
「
社
会
薬
学
」
に
つ
い
て
、
薬
物
治
療
の
み
に
止

ま
ら
ず
社
会
に
お
い
て
薬
が
関
わ
る
あ
ら
ゆ
る
問
題
に
対

す
る
学
問
的
取
組
と
定
義
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
薬
学

部
で
は
取
り
上
げ
て
来
な
か
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
演

習
・
実
習
を
含
め
て
実
践
的
に
毎
年

人
程
度
の
学
生
が

学
び
ま
す
。
授
業
の
基
礎
的
な
教
育
及
び
演
習
・
実
習
の

た
め
に
、
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
や
人
体
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
ー
な
ど
の
購
入
に
経
費
を
使
用
し
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

違
法
薬
物
防
止
や
薬
物
の
適
正
使
用
に
つ
い
て
の
啓
蒙

活
動
を
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て
受
講
生
が
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。
学
生
が
開
発
し
た
教
材
を
使
い
、

若
者
が
若
者
を
教
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
ま
す
。
毎

年

人
程
度
、
実
践
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
学
生
は
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
、
社
会
問
題
に
取
り
組
む

力
を
伸
ば
し
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

学
生
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
す
る
と
高
い
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
お
よ
び
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力

を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
能
力
の
向
上
は
、

コ
ー
ス
修
了
発
表
を
も
っ
て
確
認
し
ま
す
。
そ
の
よ
う
な

学
生
を
平
成

年
度
ま
で
に
２
５
０
人
を
目
標
に
社
会
に

送
り
出
し
ま
す
。
病
院
や
薬
局
で
薬
剤
師
勤
務
を
し
な
が

ら
、
社
会
問
題
の
解
決
に
も
広
く
活
躍
す
る
よ
う
全
力
で
取

組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

千
葉
県
薬
剤
師
会

会
長

麻

生

忠

男

千
葉
県
薬
剤
師
会
で
は
、
千
葉
県
に
お
け
る
医
療
過
疎

や
医
薬
品
の
適
正
使
用
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
み
、

ま
た
災
害
時
に
お
け
る
薬
剤
師
活
動
を
支
援
す
べ
く
備
え

て
参
り
ま
し
た
。
現
在
、
こ
の
よ
う
に
薬
が
か
か
わ
る

様
々
な
社
会
問
題
に
対
し
薬
剤
師
の
活
躍
の
場
が
広
が
っ

て
お
り
ま
す
が
、
大
学
に
お
い
て
積
極
的
に
考
え
問
題
解

決
に
あ
た
る
薬
剤
師
の
育
成
は
遅
れ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
学
生
時
代
に
お
け
る
基
礎
的
な
薬
学
や
薬

剤
師
業
務
に
関
す
る
技
術
研
修
の
み
で
は
な
く
、
実
践
的

な
社
会
薬
学
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
確
立
に
つ
い
て
要
請
を

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
３
大
学
の
力
を
結
集
し
、
新
し
い

教
育
モ
デ
ル
を
構
築
し
社
会
薬
学
を
実
践
で
き
る
人
材
の

育
成
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
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取組名称：実践社会薬学の確立と発展に資する薬剤師養成プログラム
取組大学：千葉大学（代表校）、城西国際大学、千葉科学大学



近年、国際的通用性をもつ獣医師養成教育の質保証システムが提唱され、我が国でも対応が急務となっている。本申請は、我が国の獣医学生の37%が在籍する関東地
区の４獣医系大学と、この地域の研究･行政機関が連携して、新しいコンセプトの次世代型獣医学系大学教育機構を構築することを目的とする。本事業では、情報通信
技術（ICT）を活用して、各大学や連携機関のもつ教育コンテンツをアーカイブ化し、新設する教育資源管理運営センターに蓄積するとともに、共通化教材による効率的
な教育システムを構築する。また、学生や教員の移動が可能な立地条件を活かして交流授業を行うほか、各大学に特色あるスキルラボを設置して学生の技能習得と向上
を図り、生命倫理を重視する動物医学の修得に不可欠なFace-to-Faceによる実践的な教育を充実させる。これらにより、獣医学教育の質保証を担保するとともに、グロー
バルに活躍できる人材の育成を目指す。

資源の提供

教育資源管理

運営センター
東京大学

オンデマンドによる自習
講義プログラムの提供
実習プログラムの提供

各大学の強みを生かした
授業の提供

ICTで（双方向）

ICTまたは従来型の講義形式で

余力のある資源はICTで全国の学生に提供

5年後のビジョン

関東地区獣医学系大学教育機構
いわば、文科、農水、厚労の3省庁が協力する新しい組織

（バーチャルだが実質的に機能する総合獣医系大学）

スキルラボ
各大学

様々な形態の教材の提供

臨床実習

他大学のコンテンツも
収集してアーカイブス化タブレットＰＣによる

メディア教育コンテンツ

① コアカリ準拠テキストの
電子化

② eラーニング
③ 講義のビデオライブラリー
④ ３Ｄ画像アーカイブス
⑤ CBTシステム
⑥ 電子出欠システム etc.

オープンリソースセンター構想 （全国）

コアカリ準拠のテキスト

電子化

連携大学

東京大学（代表校）
日本獣医生命科学大学
日本大学
麻布大学

連携機関 （関東地区研究期間／行政機関）
動物衛生研究所
動物医薬品検査所
国立感染症研究所
全国農業共済協会
国際獣疫局（OIE）アジア太平洋地域事務局
日本中央競馬会（JRA）総合研究所
農林水産消費安全技術センター（FAMIC）

ICT 
オンデマンド

ゼミ方式授業
（小人数）

学生の実習
の共有化

集中シンポジ
ウム形式授業

教員の
移動・派遣

学生の移動

獣医学教育
教材アーカイブス

東京大学
日本獣医

生命科学大学

日本大学 麻布大学

地域連携だから選べる多彩な組み合わせ

（ Face-to-Face & ICT ）

グローバルに活躍する獣医師

人材を供給

―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
目
指
す
の
は
、
高
度
な
技
術
と
知
識
を
兼

ね
備
え
た
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
で
き
る
獣
医
師
の
育
成

で
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
で
国
境
を
越
え
て
や
っ
て
く
る
動
物
の

感
染
症
や
畜
産
物
の
安
全
性
、
ペ
ッ
ト
の
高
度
医
療
へ
の

対
応
な
ど
、
獣
医
師
に
求
め
ら
れ
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
は
多

様
化
・
激
変
し
て
い
ま
す
。
国
際
機
関
で
も
獣
医
学
教
育

の
質
保
証
が
提
唱
さ
れ
、
国
際
的
通
用
性
を
も
っ
た
我
が

国
の
獣
医
学
教
育
シ
ス
テ
ム
の
構
築
は
急
務
で
す
。

―

な
ぜ
こ
の
４
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。連

携
す
る
関
東
地
区
の
４
大
学
に
は
、
全
国
の
獣
医
学

生
の

％
（
各
学
年
約
３
５
０
人
）
が
在
籍
し
、
周
囲
に

は
関
連
研
究
・
行
政
機
関
が
集
中
し
て
い
ま
す
。
生
命
倫

理
に
基
づ
く
動
物
医
学
の
習
得
を
目
指
す
獣
医
学
で
は
、

学
生
と
教
員
が
顔
を
合
わ
せ
て
実
施
す
る
教
育
は
不
可
欠

で
あ
り
、
人
の
移
動
が
可
能
な
立
地
条
件
を
活
か
し
た
地

域
連
携
と
分
野
連
携
と
を
合
体
し
た
形
で
事
業
を
展
開
す

る
た
め
で
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

平
成

年
度
は
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）
を
活
用

し
た
シ
ス
テ
ム
開
発
を
始
め
る
と
共
に
、
各
大
学
に
お
け

る
学
生
の
技
能
習
得
の
た
め
の
ス
キ
ル
ラ
ボ
の
設
置
を
進

め
ま
す
。
平
成

年
度
は
、
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ア
ー
カ

イ
ブ
化
し
、
連
携
に
よ
る
学
生
・
教
員
の
移
動
を
具
体
化

し
ま
す
。
平
成

年
度
は
、
共
通
化
教
材
を
活
用
し
た
講

義
を
始
め
ま
す
。
平
成

年
度
は
、
評
価
と
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
に
よ
り
講
義
実
習
を
充
実
発
展
さ
せ
ま
す
。
平
成

年
度
に
は
、
シ
ラ
バ
ス
を
完
成
さ
せ
、
本
事
業
を
完
了

し
ま
す
。
取
組
期
間
終
了
後
も
、
構
築
し
た
リ
ソ
ー
ス
シ

ス
テ
ム
を
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
恒
久
化
し
、
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

獣
医
学
教
育
の
質
保
証
を
す
る
た
め
の
コ
ア
と
な
る
科

目
（
コ
ア
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
く

科
目
）
に
加
え
、

グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
対
応
す
る
ア
ド
バ
ン
ス
科
目
を
備
え

た
シ
ラ
バ
ス
を
、
連
携
校
と
連
携
機
関
で
作
成
し
て
い
き

ま
す
。
多
様
化
し
、
高
度
に
専
門
家
し
た
獣
医
学
教
育
分

野
を
カ
バ
ー
し
な
が
ら
、
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
教

育
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
毎
年
、
約
３
５
０
人
の
学
生
が

受
講
し
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

各
大
学
に
設
置
さ
れ
る
ス
キ
ル
ラ
ボ
で
実
習
教
育
の
充

実
を
図
り
ま
す
。
連
携
機
関
と
共
に
手
薄
な
教
育
分
野
や
、

よ
り
専
門
的
な
分
野
に
つ
い
て
、
講
師
派
遣
や
教
材
の
電

子
化
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で
、
教
材
を
共
有
化
し
、
バ
ー
チ
ャ

ル
な
教
育
機
構
を
構
築
し
ま
す
。

毎
年
約
３
５
０
人
の
連
携
校
の
学
生
が
こ
れ
ら
の
科
目
指

導
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
教

育
教
材
に
よ
り
、
学
生
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
自
学
自
習
を
す
る

こ
と
が
容
易
に
な
り
、
ま
た
、
視
覚
的
に
疑
似
体
験
す
る
こ

と
で
、
効
率
的
で
最
新
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
す
。 

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

比
較
的
低
コ
ス
ト
で
持
続
更
新
可
能
な
、
効
率
的
教
育

資
源
と
し
て
バ
ー
チ
ャ
ル
な
次
世
代
型
獣
医
学
教
育
機
構

を
構
築
し
、
今
後
の
激
変
す
る
社
会
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
で

き
る
獣
医
師
を
育
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
能
力
の
向

上
は
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
な
る
獣
医
学
関
連
機
関
か

ら
の
学
生
評
価
を
も
っ
て
確
認
し
ま
す
。
国
際
的
通
用
性

を
持
つ
日
本
の
獣
医
師
の
育
成
は
国
益
に
直
結
し
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
人
材
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
で
広
く
活
躍
す

る
よ
う
全
力
で
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

農
林
水
産
省
動
物
医
薬
品
検
査
所

所
長

境

政

人

農
林
水
産
省
動
物
医
薬
品
検
査
所
は
、
動
物
薬
事
に
関

す
る
行
政
、
検
査
技
術
及
び
調
査
研
究
を
３
本
柱
と
し
て

業
務
を
遂
行
し
て
い
ま
す
。
近
年
の
動
物
感
染
症
の
流
行

に
伴
い
新
た
に
開
発
さ
れ
る
動
物
用
ワ
ク
チ
ン
な
ど
の
品

質
・
有
効
性
・
安
全
性
の
確
保
や
、
動
物
用
抗
菌
性
物
質

製
剤
の
使
用
に
よ
る
薬
剤
耐
性
菌
の
出
現
と
い
っ
た
新
た

な
課
題
に
対
し
、
科
学
を
基
礎
と
し
て
施
策
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
連
携
取
組
に
は
動

物
用
医
薬
品
分
野
に
お
け
る
レ
ギ
ュ
ラ
ト
リ
ー
サ
イ
エ
ン

ス
（
行
政
科
学
）
を
基
礎
と
し
た
さ
ら
な
る
獣
医
学
教
育

の
充
実
に
つ
い
て
要
請
を
し
ま
し
た
。
東
京
大
学
の
ほ
か

関
東
の
獣
医
系
の
３
つ
の
私
立
大
学
の
力
を
結
集
し
、
新

し
い
教
育
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
動
物
感
染
症
へ
の
対
応
や

産
業
動
物
・
小
動
物
臨
床
な
ど
社
会
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ

る
人
材
を
育
成
す
る
こ
と
は
、
我
が
国
の
畜
産
の
振
興
の

み
な
ら
ず
公
衆
衛
生
の
向
上
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
動
物
医
薬
品
検
査
所
と
し
て
は
、
実
習
の
場
の
提

供
、
連
携
取
組
の
う
ち
の
教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
の
作
成
、
講

師
の
派
遣
と
い
っ
た
場
面
に
参
画
し
大
学
等
と
協
働
し
、

獣
医
学
教
育
の
充
実
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
の
取
組
を
通
じ
て
、
社
会
ニ
ー
ズ
に
十
分
対
応
で
き
る

獣
医
学
教
育
体
制
が
整
備
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま

す
。 
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取組名称：グローバル社会を担う次世代型獣医学系大学教育機構の構築
取組大学：東京大学（代表校）、日本大学、日本獣医生命科学大学、麻布大学



急激な進歩を見せている生命科学分野において、高度な専門的知識と社会の要請に適合した汎用的能力を備え、オピニオンリーダーとなる人材の育
成と社会への輩出が大学院教育に求められている。本取組では、東京の中心部にあり、生命科学の教育研究に関して互いに補完的な特色を有してい
る東京医科歯科大学、お茶の水女子大学、北里大学、学習院大学の４大学が中核となり、関連する学協会、企業等のステークホルダーの協力のもと、
生命科学分野人材育成のための大学院教育課程を体系化する。博士課程における「疾患予防科学コース」の設置、共通カリキュラムの開発による教
育研究水準の一層の高度化、学生支援（インターンシップや学外研修）・国際化事業の共同実施、共同研究体制や地域連携の共同推進を行うことに
より、東京都における生命科学の知の拠点となることを目指す。

博
士
課
程

疾患予防科学コース設置
学位記へのコンソーシアム付記

・大学間共同研究体制
・大学院生の４大学間相互派遣
・大学を超えた研究複数指導体制
・海外リサーチデイへの学生派遣
・学会とのシンポジウム共催

修
士
課
程

☆４大学主催公開講座
・知的財産のマッチング
・Bio Japanなどへの共同出展
☆バイオ知財人材育成コースの実施
☆理科教育支援
☆共同会社説明会
・共同インターンシップ

教育連携 社会協働

≲取組の成果≳医療機関・公的機関・テーラーメード医療産業・疾患予防産業というフィールドで広く活躍できる人材を輩出

資
源
の
共
有

・図書館の共有化
・研究機器の共有
・女性研究者支援プログラムの協同化
・臨床統計情報の共有化
・医療系大学産学連携ネットワーク
・疾患バイオリソースセンター

☆単位互換授業
☆留学生のための日本語教育
☆留学生のための英語授業
☆教員連携FD
・遠隔授業システムの導入

☆印は発展的継続事業

ステークホルダー

・日本炎症・再生医学会
・日本脂質栄養学会
・脂溶性ビタミン総合研究委員会
・日本レチノイド研究会
・日本バイオマテリアル学会
・日本歯科理工学会
・ソニー株式会社
・大日本印刷株式会社
・エーザイ株式会社ステークホルダー及び社会からのニーズ

・疾患予防科学分野における国際感覚豊かなオピニオンリーダーとなる人材
・超高齢化社会に対応した疾病予防を指導できる人材

外部諮問委員会
客観的な評価

運営委員会
学生支援部会
学生支援に関する事業

教育高度化部会
大学連携による
教育に関する事業

社会協働部会
地域連携に関する事業

自治体

・大田区・豊島区・文京区・港区

―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
目
指
す
の
は
、
疾
患
予
防
科
学
分
野
に
お

い
て
ゴ
ー
ル
を
見
据
え
た
研
究
（
社
会
へ
の
還
元
）
を
実

施
で
き
る
よ
う
な
国
際
感
覚
豊
か
な
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ

ー
と
な
る
人
材
を
育
成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

現
代
の
日
本
は
人
類
初
の
超
高
齢
化
社
会
へ
突
入
し
ま

し
た
が
、
疾
患
の
予
防
に
関
す
る
科
学
は
ま
だ
始
ま
っ
た

ば
か
り
で
あ
り
、
疾
病
予
防
を
指
導
で
き
る
人
材
の
育
成

は
日
本
が
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
一
方
、

疾
患
予
防
を
含
む
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
の
分
野
の
急
速
な

研
究
の
進
展
は
、
新
た
な
産
業
創
出
の
機
会
で
も
あ
り
、

日
本
の
成
長
戦
略
の
視
点
か
ら
も
最
も
重
要
な
課
題
で
す
。

―

な
ぜ
こ
の
４
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。４

大
学
は
近
距
離
に
位
置
し
、
ま
た
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン

ス
の
分
野
に
お
い
て
、
お
互
い
に
補
完
的
な
関
係
に
あ
る

こ
と
か
ら
、
生
命
科
学
分
野
の
世
界
的
な
拠
点
と
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
平
成

年
よ
り
取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

２
年
間
は
「
疾
患
予
防
科
学
コ
ー
ス
」
に
必
要
な
教
育

コ
ン
テ
ン
ツ
の
準
備
を
行
い
、
平
成

年
度
に
本
コ
ー
ス

を
東
京
医
科
歯
科
大
学
と
お
茶
の
水
女
子
大
学
の
博
士
課

程
に
設
置
し
、
４
大
学
で
連
携
し
て
教
育
研
究
指
導
を
行

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
（
修
士
課
程
の
教
育

高
度
化
、
学
生
支
援
、
社
会
協
働
）
に
つ
い
て
も
本
コ
ー

ス
の
設
立
に
併
せ
て
発
展
的
に
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

―

こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
の
積
極
的
な
参
画
が
可
能
と
な
り
、

社
会
ニ
ー
ズ
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
導
入
す
る
こ
と
で
、
即
戦

力
と
な
る
よ
う
な
人
材
育
成
も
可
能
と
な
り
ま
す
。
ま
た

疾
患
予
防
科
学
コ
ー
ス
を
体
系
的
に
構
築
す
る
こ
と
で
、

現
代
の
日
本
の
大
き
な
課
題
の
解
決
に
一
石
を
投
じ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
一
連
の
活
動
に
は
、
外
部
諮
問
委
員
会
か
ら

の
客
観
的
な
評
価
を
加
え
る
こ
と
で
、
社
会
と
一
緒
に
教

育
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
４
大
学

が
リ
ソ
ー
ス
の
共
有
化
を
図
る
こ
と
で
学
生
に
最
高
の
学

び
の
機
会
を
創
出
し
ま
す
。
な
お
、
本
コ
ー
ス
に
は
、
毎

年
６
～

名
の
入
学
者
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
を
中
心
に
、
社
会
か
ら
の
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
り
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た

こ
れ
ま
で
の
シ
ラ
バ
ス
の
共
有
化
か
ら
一
歩
踏
み
出
し
て
、

複
数
の
大
学
の
教
員
に
よ
る
指
導
体
制
、
研
究
室
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
教
育
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
施
設
の
共

有
化
に
よ
る
学
び
・
研
究
の
機
会
の
創
出
、
国
際
化
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
共
有
化
な
ど
、
１
大
学
で
は
で
き
な
か
っ
た
取

組
を
実
施
い
た
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
既
存
の
修
士
課
程
を

発
展
的
に
継
続
し
、
修
士
課
程
修
了
者
の
新
た
な
途
と
も

な
る
博
士
課
程
を
設
立
し
、
即
戦
力
と
し
て
活
躍
で
き
る

人
材
を
毎
年
６
～

名
輩
出
し
ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

学
生
・
留
学
生
は
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
し
て
、
日
本
で

最
高
の
学
び
の
機
会
を
得
る
の
み
な
ら
ず
、
自
ら
の
可
能

性
を
最
大
限
に
広
げ
る
機
会
と
な
り
ま
す
。
本
コ
ー
ス
を

修
め
た
学
生
は
医
療
機
関
・
公
的
機
関
・
テ
ー
ラ
ー
メ
ー

ド
医
療
産
業
・
疾
患
予
防
産
業
と
い
う
フ
ィ
ー
ル
ド
で
広

く
活
躍
で
き
る
よ
う
全
力
で
取
組
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

大
日
本
印
刷
株
式
会
社
（

役
員

杉

本

登
志
樹

大
日
本
印
刷
は
将
来
を
見
据
え
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分

野
の
研
究
開
発
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
医

療
分
野
、
予
防
医
療
分
野
へ
の
発
展
を
目
指
し
て
お
り
、

本
連
携
取
組
に
は
、
こ
れ
ら
分
野
の
人
材
育
成
へ
の
直
接

の
関
与
に
つ
い
て
要
請
を
し
ま
し
た
。
４
大
学
の
力
を
結

集
し
、
新
し
い
教
育
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
予
防
医
学
に
携

わ
り
、
社
会
に
貢
献
す
る
た
め
に
本
連
携
取
組
の
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
編
成
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
な
ど
の
場
面
に
参
画

し
、
大
学
等
と
協
働
の
取
組
を
推
進
し
、
こ
の
取
組
を
通

じ
て
、
予
防
医
学
の
普
及
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
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取組名称：東京コンソーシアムを基盤とした大学院疾患予防科学コース設立
取組大学：東京医科歯科大学（代表校）、お茶の水女子大学、学習院大学、北里大学



―

連
携
取
組
で
育
て
た
い
人
材
像
と
は
。

こ
の
取
組
で
目
指
す
の
は
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
の
専
門
的
能
力
と
、
俯
瞰
力
や
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
力
な
ど
広
範
で
多
面
的
な
能
力
を
備
え
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
博
士
人
材
の
育
成
で
す
。

―

そ
の
よ
う
な
人
材
を
必
要
と
す
る
背
景
に
は
、
ど
の
よ

う
な
課
題
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

日
本
は
こ
の
２
０
年
余
の
間
、
経
済
の
み
な
ら
ず
多
く

の
分
野
で
活
力
を
な
く
し
て
お
り
、
復
活
・
再
生
が
強
く

望
ま
れ
て
い
ま
す
。
地
域
の
再
生
ひ
い
て
は
日
本
の
再
生

に
は
、
地
域
社
会
の
課
題
解
決
に
挑
戦
し
、
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
主
導
で
き
る
博
士
レ
ベ
ル
の
高
度
人
材
の
育
成

が
必
要
不
可
欠
か
つ
喫
緊
の
課
題
で
す
。

―

な
ぜ
こ
の
６
大
学
で
連
携
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す

か
。本

連
携
取
組
の
６
大
学
は
、
そ
の
地
域
独
自
の
特
色
あ

る
教
育
研
究
機
能
を
有
し
て
お
り
、
地
域
の
文
化
や
伝
統

産
業
な
ど
の
地
域
リ
ソ
ー
ス
を
戦
略
的
に
活
用
し
、
各
地

域
の
強
み
を
全
国
的
規
模
で
連
携
・
融
合
さ
せ
る
こ
と
で

シ
ナ
ジ
ー
効
果
を
生
み
、
地
域
の
活
性
化
を
促
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
産
学
官
協
働
に
よ
る
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
企
画
・
運
営
す
る
こ
と
で
社
会
の
様
々
な
分
野
で
活
躍

で
き
る
博
士
の
育
成
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

―

取
組
は
５
年
間
実
施
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
計
画
を
立

て
て
い
ま
す
か
。

取
組
の
目
的
達
成
に
向
け
二
つ
の
計
画
を
立
て
て
い
ま

す
。
第
一
は
、
地
域
の
課
題
解
決
と
人
材
育
成
を
セ
ッ
ト

で
実
施
す
る
産
学
官
連
携
地
域
コ
ア
を
設
立
し
た
上
で
、

こ
れ
ら
６
地
域
コ
ア
が
全
国
的
に
連
携
し
て
シ
ナ
ジ
ー
効

果
を
発
揮
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
体
制
を
整
備
し
、
そ
の

試
行
を
通
し
て
効
果
を
実
証
し
ま
す
。
第
二
は
、
産
学
官

の
共
同
出
資
等
に
よ
っ
て
ス
ー
パ
ー
連
携
大
学
院
を
名
実

と
も
に
産
学
官
連
携
に
よ
る
教
育
研
究
組
織
の
新
し
い
モ

デ
ル
と
す
べ
く
制
度
設
計
と
設
立
準
備
を
行
い
ま
す
。

―
こ
の
事
業
に
採
択
さ
れ
た
こ
と
で
、
新
た
に
ど
の
よ
う

な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
か
。

こ
れ
ま
で
は
、
地
域
の
活
性
化
は
そ
の
地
域
で
解
決
し

よ
う
と
し
、
効
果
に
限
界
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
取
組
で

は
、
新
た
に
地
域
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
、
新
し

い
知
の
融
合
と
そ
れ
を
担
う
高
度
人
材
の
育
成
を
有
機
的

に
一
体
化
し
、
各
地
域
の
特
色
を
生
か
し
つ
つ
、
全
国
同

時
に
地
域
を
再
生
し
、
日
本
全
体
の
再
生
に
貢
献
し
ま
す
。

―

取
組
の
中
に
は
、
各
大
学
等
で
こ
れ
ま
で
行
っ
て
い
た

活
動
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
も
の
も
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

本
連
携
取
組
に
よ
り
、
６
大
学
で
推
進
し
て
き
た
ス
ー

パ
ー
連
携
大
学
院
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
拡
充
で
き
、
遠
隔

講
義
配
信
シ
ス
テ
ム
の
能
力
を
強
化
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

―

連
携
の
成
果
は
ど
の
よ
う
な
形
で
社
会
に
示
す
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な
成
果
指
標
の
イ
メ
ー

ジ
は
あ
り
ま
す
か
。

本
事
業
に
よ
り
以
下
の
成
果
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
博
士
人
材
の
輩
出
（
日
本
の
再
生
、

地
域
の
再
生
の
核
と
な
り
、
ア
カ
デ
ミ
ア
以
外
の
分
野
で

活
躍
す
る
人
材
、
約

名
／
年
）

・
地
域
コ
ア
の
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
る
地
域
の
活

性
化
（
６
地
域
コ
ア
の
設
置
、
約

件
／
年
の
地
域
内
共

同
研
究
、
約

件
／
年
の
地
域
間
共
同
研
究
）

・
継
続
し
て
安
定
的
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
博
士
育
成
が
行

え
る
体
制
の
構
築
、
そ
の
た
め
の
産
学
官
協
働
大
学
院
基

地
の
建
設
等
の
検
討
案
を
提
示

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

秋
田
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
所
長

斎

藤

昭

則

地
域
の
活
性
化
を
図
る
上
で
、
地
域
経
済
の
自
立
が
必

要
で
す
。
こ
れ
に
は
、
そ
こ
で
い
き
い
き
働
く
人
材
を
増

や
す
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。
そ
し
て
、
従
来
型
の
誘
致
企

業
の
生
産
拠
点
か
ら
開
発
型
企
業
へ
の
転
換
と
創
出
が
必

要
で
あ
り
、
こ
の
た
め
、
新
し
い
着
眼
点
を
持
つ
人
材
の

育
成
が
重
要
で
す
。
た
と
え
ば
、
も
の
づ
く
り
に
エ
ン
ジ

ア
リ
ン
グ
と
サ
イ
エ
ン
ス
を
導
入
で
き
る
人
、
感
動
や
共

感
を
産
む
文
化
を
付
加
で
き
る
人
、
複
雑
に
絡
み
あ
っ
た

課
題
を
解
き
ほ
ぐ
す
こ
と
が
で
き
る
人
、
な
ど
で
す
。
そ

れ
に
は
、
今
ま
で
の
専
門
課
程
を
修
め
た
だ
け
で
は
な
く
、

複
雑
な
課
題
に
果
敢
に
挑
戦
で
き
る
人
材
の
養
成
所
が
必

要
で
す
。
本
ス
ー
パ
ー
連
携
大
学
院
が
そ
れ
を
担
う
こ
と

で
、
こ
う
し
た
人
材
が
育
ち
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
地
方

か
ら
進
展
で
き
る
も
の
と
期
待
し
ま
す
。
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取組名称：産学官協働ネットワークによるイノベーション博士養成と地域再生
取組大学：電気通信大学（代表校）、室蘭工業大学、北見工業大学、富山大学、大分大学、秋田県立大学


